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写真文珠幹夫詩人の加藤さんのおどり
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い の ち の 電 話 へ の 期 待

私は、最近よくアジアの国ぐにへ出かけます。私
たちが数年前から始めた、アジア保健研修所（ＡＨ
Ｉ）の働きに関する仕事が主であります。このＡＨ
Ｉと申しますのは、アジアの発展途上国の僻地や、

都会のスラムに住む恵まれない人びとの健康を守る
ために、献身的に働く保健・開発ワーカーを育てる

研修所であり、日本では愛知郡日進町の愛知池のほ
とりにある研修所で、そして国外では、インド、ネ
パール、フィリピン、インドネシア、韓国の５力国

で、それぞれ毎年研修コースを開いております。
ご承知のように、日本人の平均寿命は、男性７６才、

女性は８１才と、世界のトップレベルに到達しました。
乳児死亡率は、１０００人中わずか６．５で、これも世界
第１位であります。
ところが、日本を１歩外へ出たアジアの国ぐにで

はどうでしょうか。平均寿命は依然として５０才代、

乳児死亡率も、１０００人中１００以上、所によっては２００
以上にも及ぶというのか実悄で、人びとは低栄養と
悪い衛生状態の中で苦しんでいます。このような人
びとの健康状態を少しでも改善しようとして、ＡＨ
Ｉでは、その国の中で働く医師や保健婦さんなどを

招いて、研修をしてもらっているのです。

ア ジ ア 保 健 研 修 所 長 丿 汝
Ｕ ｎ Ｉ Ｓ 病 箔 か 川 原 。 美

さて、私がアジア諸国へ行って目にする光景は、
道路や、家の間をはだしで群れ歩いている多くの子
どもたち、その顔色は悪く、ほとんど一様にやせて
います。しかし、ふしぎなことに彼らの顔はとても

あかるく、目は輝いているのです。子だくさんです
から兄弟は多いのですが、上の子たちは弟妹の面倒
をよくみて、仲よく暮らしています。自分でもとて

もひもじいのに、それを抑えて幼い弟妹たちにわず
かな食物を分けてやっています。
そのような助け合いは、家族の間だけではなく、

隣り近所に及びます。病気や大けがをして入院する
必要が生じると、近所の人たちがみんなで病人をか
つぎ、鍋釡をさげてやってきます。そして交代でつ

きそうのです。貧しく、困っているからこそ助け合
うのであり、その心はとても暖かいのです。
私はアジアの国へ医療協力のために出かける時に、
いつもこのような豊かな心を持った人びとに出会い、

人間として彼らに深く教えられます。
日本へ帰って来ると、私は一面では、豊かで清潔

で安全な生活にほっとしますが、他面ではそのよう
な中で深刻に病んでいる人びとに出会い、暗い気持、
ちになります。子どもたちは、学校と学習塾での勉ニ

２
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強のノルマに押しつぶされそうですし、親はそれが
わかっていても、少しでも良い学校へ入れることで

子どもによりよい将来が約束されると信じて、やめ
ることが出来ません。いじめの対象になる子どもた『
ちは、兄弟が少ないために、昔のように家庭の中で
その傷をいやし、立ち直ることができず、学校へ行

くことを拒否するようになります。
アジアの途上国は農業国であり、国民の２０パーセ
ントしか都会には住んでいませんが、日本では７０ノヾ-
セント近くが都会生活者であります。そしてその

中で、激しくきびしい生存競争の日々がくりひろげ
られます。

都会のスラムでも、途上国のスラムには生活かあ
ります。子どもたちがかけまわり、家族カにー緒に暮
らしているのが普通です。しかし日本では、生存競
争に破れた人びとが、家族や友人から離れ、独りさ
びしく暮らしています。私は、いわゆる住所不定の
幾人かの人びとと、医師という職業をとおしてかか
わりましたが、彼らは一様に心優しく、他人を蹴落
として競争に打ち勝つには、あまりにもおとなしす
ぎる人たちでした。日本のスラムは、この国の社会

病理学的な問題の、一つのあらわれということもで
きます。
このように、世界一、二の経済大国の中に住む私

たちの同胞は、物質的な豊かさの中で愛に飢えかわ
いています。私は外科医でありますが、それでも肉

体の病いに加えて心の病いのために苦しむ人たちと、

前よりもずっと多く出会うようになりました。そし
て、その中には不幸にも自ら生命を絶ってしまう人
があるのです。最近の統計は、青少年と共に、老年

期にはいった日本人の間に自殺者が激増しているの
を示しております。

名古屋いのちの電話は、１９８５年開局以来、３年半

賛助会員募集中！

の年月を経ました。この働きを生み出し、育てて来

られた方がたの努力を心から感謝し、敬意を表しま
す。高度に工業化され、狭い国土の中に多くの人び
とがひしめき合い、競い合って住んでいるわが国で、
いかに多くの人が愛に飢え、心を開いて語れる友を

欲していることでしょうか。いのちの電話は、その
ような人たちが絶望し、生きる望みを失ってしまう

前にまわすダイヤルとして、本当に貴重な存在であ
ると思います。
カウンセリングの真髄は、「よく聴く耳を持つこ
と」といわれます。ボランティアの中には、必ずし

も人生経験豊富とはいえない若い方がたもおられる
ことと思います。しかし、人生の深い苦悩の中にい

る人と共にあろう、と真剣に努める時、自らの感性
がみがかれ、心が深められてゆきます。そしてより
よい隣り人になれるのだと思います。
日本ではまだまだ根づいていない「ボランティア

精神」が、この動きの中で少しづっ、しかし確実に
育ってゆくことを祈ります。そして、この働きが一
人でも多くの人に知られることを切に願っておりま
す 。 （ 名 古 屋 い の ち の 電 話 理 事 ）

「いのちの電話」の運営資金は、その大部分を賛助会費と寄付金でまかなっています。
皆さまのご協力をお願いいたします。

万：７：１こ；；；：行リ１１；；；支店（普通）４７７０２９｝口座名義：名古屋ぃのちの電話
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おかあさん、朝から昼すぎまでべんきょうをするの
はたいへんですか？
私はたいへんだと思います。
だっていっしようけんめいべんきょうをして帰りに
夜のごはんのおかずをかって電車にのって家に
帰ることをたいへんだと思うのです。
私もそうゆう人のためになるしごとがしたいな。
と、思ときがあります。だけど私は
おかあさんだけたいへんとは思い
ません。そのほかにもたいへん
な こ と や っ て い る 人 に も １ ／
お ん な じ き も ち で す 。 １
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お母さんは時々 “勉強会 ”に出かける。でもわた

しはそこでどんなことをしてくるのかは知らない。
でもよくわたしは聞くことがある。お母さんは何を
しに行くのか、とても聞きたくなることがあるから
です。すると、「いろんな人のなやみを聞いてその

人を幸せにしてあげるんだよ。」と、答えます。わ
たしは何もなやみはないがわたしも、一度電話をし
て見ようかなと、思うことがあります。でもお母さ
んが出ると、ちょといやだなと思うだけどなやみも

ないの。にただかけて見ただけだったらおこられてし
まいます。

ゝ べ
- - - ㎝ - ｗ - ∽ ＝ ＝ ミ 〃 四 〃 ‾ - Ｗ ｌ ～ ミ ＝ 〃

お母さん

もいつもご苦労さまです。ボラ
６ンティアをしているお母さんは毎日が

ハードスケジュールのようで…うちに
はおぱあちゃんがいて、お留守ばんな
んかをしてくれるから、お母さんも安
心して家をあけれるのですネ。Ｂｕｔお
ばあちゃんは足が悪いし、立って玄関
へ出て行くのは辛い様です。前までは、
いそがしそうに飛びまわっているお母
さんに対して「ボランティアも大切だ
けど主婦としての仕事だって…」と不
満をもってた。だけど考えてみればＫ
子も今年で１７歳、家のこともきちんと
できるような年だもん。お母さんが家
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にいないときぐらい夕食のしたくとか、
：お手伝いをしなくちゃいけなかったみ
たい…Ｋ子も “遊び ”とい、う仕事が
いそがしくて、いつも家に帰るのは夕
食がはじまる頃で、美味しく食べる協
力だけになっている。お母さんの今し
ていることは、大げさにいえば人の命
；ａｌかかわっていることだもんネ、ボラ
ンティア、主婦、母親、三つの両立は
難しいけど、体に気をつけて頑張って
ネ！

『
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Ｆｒｏｍ，末っ子のＫ子ちゃん

し 謳
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今は情報の時代。茶の間に居て、ドラゴ
ンズ優勝のシーンも、リクルート疑惑も、

映像と音声で簡単に知ることができる。こ
の便利な時代に、言葉だけで相談に応じる
なんて何と不便なシステムかと、最初聞い
た時は思った。
しかし、お前の研修が進むにっれ（概要

しか教えてもらってないが）、どうもそう
ではないという気がしてきた。
目からの情報（顔色、身振りなど）が無
く、言葉のやりとりだけでは非効率的だと
思うが、利用者の立場からは案外良いシス
テムなんだろう。お前の耳が唯一一のセンサー
なので、当番の前日は文句をなるべく言わ
ないようにしている（つもり）。世の中の
どなたかのお役に立つことなの
で、健康の許す限り頑張っ
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初々 し く デ ビ ュ ー ４期生です

４月から始まった研修も、いよいよ大詰めになっ

てきました。でも基礎訓練の時から私にっいてまわ

る問題はいつも同じです。始めは少し、でも決して

なくなる事なくだんだんとその正体を表わして私に
せまってきます。第一回目のスーパービジョンでも

やはり同じ壁に当たり、「ああ、またか」と、改め

て自分が長年かかって作り上げてしまった自分を崩

す難しさを痛感します。そんな時、同じように悩ん

でいたり、また、笑っている仲間が私のなぐさめで

あり、明日への希望なのです。
Ｍ．０．

３月某日、

小生「今度いのちの電話の相談員の研修を受ける
ことにしたよ。」

妻「そう、でも仕事に追われているのによくや
るわね。」

小生「で、いろいろ協力してもらわねばならない
のだが、君も職業持ってるので家の事何か協力

するよ。」

妻「じゃあ毎日おふとんのあげさげを頼みます。」
その後１０ヵ月毎日欠かさず行っている。一つ

進歩した。
１２月初めて電話を取った。いつもは「この忙し

いのにそんな人の話聞いていられないよ。」という

私が真剣に心を込めて聞いた。また、一つ進歩した。
“我以外皆師”

でもまだゴルフやってる方が楽しいな。

Ｋ．Ｔ．

１９８８年の４月９日ぐおりしも私の誕生日）の

面接に始まり養成講座も１０ヵ月余りが過ぎた。

初はいろいろな人と知り合え、いろんなゲームも
ためになる話も聞いて毎週とても楽しかった。でも

今は、電話に出て自分の無力を感じ「ハアー」とた
め息、スーパービジョンで注意を受けて自信喪失で、

「シュン」とあーあ、あの楽しさはいったいどこへ？

でもセンターにくるたびに先輩の暖かさ、すてき
な笑顔にふれるたび、また頑張るぞという気持ちに

なる。そんな私は単純なのでしょうか？

Ｓ．Ｔ．

様々な学習の場面で、「あなたは、どうなのか」
と、問われて、自分自身のウソに気がついたり、色々

なメガネと向き合わなければならない体験をしまｔｒ雫ｙ

た。正直なところ、投げ出したい時もありましたが、

私達を指導してくださる先生方のヒューマニティあ

ふれるお話しに、静かな感動を覚え、研修生の世話

を引き受け正確に動く事務局に！感心したりし、ここ

まで来ることができたように思えます。人間に対す
る限りない親しみと、関Ｃ、ヽを忘れずに、第４コーナー

をまわりたいと思います。

Ｙ．Ｕ．

６
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ご援助ありがとうございます

法人会員
株式会社丸善製作所
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１９８８年１０月１日より１２月３１日までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。一同深く感謝いたしますと共
にご報告申し上げます。（順不同・敬称略）

名古屋いのちの電話
理 事 長 相 馬 信 夫
財 務 委 員 会

個人会員
賛助会員（Ａ）
須 藤 よ し 子 笠 井 康 助 中 田 大 乗 戸 田 安 士 芝 原 慶 次 芝 原 ゆ か り
金 谷 和 子 志 村 澄 江 荒 川 浩 一 郎 岩 田 亮 二 菅 原 美 智 子 豊 田 彬 子
豊 田 幹 司 郎 柳 原 佳 枝 柴 田 純 子 傍 島 茂 夫 相 馬 信 夫 清 島 恒 徳 ・ 須 栄 子
服 部 み や 子 文 珠 紀 久 野 松 岡 進 榎 本 久 美 江 竹 谷 と き 子 伊 藤 孝 -
島 田 正 賓 太 田 八 重 子 須 田 静 代 塚 田 道 生 鈴 木 武 二 木 全 昭 二 ・ 磨 沙 美
井 上 耕 一 森 茂 也 高 田 邦 彦 鳥 井 寛 水 野 愛 子 内 藤 弘 ・ 克 子
三 宅 明 宏 高 本 紀 子 北 郁 子 布 施 田 さ な え 長 谷 川 妙 子 秋 重 殉
小 川 義 雄 石 黒 豊 重 滓 村 修 佐 々 木 武 昭 匿 名
カトリック稲沢教会聖母カテキスタ会名古屋カトリック医師会近藤家政婦紹介所伊藤幸子金城教会社会委員
会中国料理新名名古屋学院大学宗教部委員会神言神学院共栄建設株式会社取締役社長恒川新市

木全昭二・磨沙美
内 藤 弘 ・ 克 子
細 江 繁 幸
小 川 マ リ 子
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寄付（団体）
名古屋国際婦人クラブ南山高徳ｉ学校同窓会Ｓ７・Ｇ２
有志名古屋カトリック医師会日本キリスト教団金城
教会近藤家政婦紹介所伊藤幸子金城教会社会委員会
足助キリスト教会日本キリスト教団熱田教会婦人会
「シャボンの会」代表坂口悦子金城学院みどりの会メ
サイヤ部ティファラの会緑ケ丘カトリック教会日
本聖公会名古屋聖マタイ教会南山幼稚園日本キリス
ト教団金城教会婦人会日本キリスト教団名古屋中央教
会豊橋カトリック教会清田産業株式会社清田武男
日本キリスト教団愛知教会日本キリスト教団熱田教会
ドミニコ会聖ョゼフ修道院聖心会修道院聖霊奉侍布
教修道女会日比野カトリック教会カトリック平針教
会代表者金子精治聖パウロ女子修道会聖園天使園
グリンクラブ石垣宝樹日本キリスト教団春日井教会婦
人会吉永成子ノートルダム教ｉｌｌ修道女会押切カトリッ
ク教会聖霊修道院日本キリスト教団愛知守山教会
幼き聖マリア修道会カトリック恵方町教会日本航空
株式会社名古屋支店支店長土橋圓夫日本キリスト教団
豊田教会カトリック南山教会カトリック南山教会大
樹の会株式会社フジキカイ名古屋東教会婦人会金
城学院高等学校日本キリスト教団春日井教会日本同

名古屋いのちの電話

〒４５１-９１名古屋東郵便局私書箱第２５７号
事務局咩０５２-９７１-５１８１

盟キリスト教団愛宕山教会婦人会聖心の布教姉妹会岡
崎修道院七尾カトリック教会八事教会中根汎信グ
ループ糸の花三渾靖子高蔵寺カトリック教会日本聖
公会名古屋聖マルコ教会日本キリスト教団中京協会婦
人会昭和橋キリスト教会ガールスカウト富山県第１
団日本キリスト教団名古屋中村教会女性の会日本キ
リスト教団中京教会日本キリスト教団半田教会知多
市立看護専門学校白百合の会三上正子日本キリスト
教会名東教会婦人会高蔵寺ニａ-タウン教会婦人会
日本キリスト教団岡崎教会岩田電算機会計事務所

豆カレンダー協力団体
名古屋ＹＭＣＡ聖霊病院愛知国際病院名古屋女子
大学心理教育相談室薬師寺

’

１

１

１

ｒ
°
-
゜
’
-
゜
’
１

名古屋いのちの電話日誌
ｏ月１３日（木）運営委員会
Ｏ月２０日（木）三委員長会議
Ｏ月２４日（月）世話人会・規約検討委員会
１０月２６日（水）財務委員会
１０月２７日（木）継続研修を考える会
１０月３１日（月）訓練委員会
１１月４～５日日本いのちの電話連盟

全国ディレクター会議
１１月１４日（月）訓練委員会
１１月１８日（金）財務委員会
１１月２１日（月）運営委員会
１１月２４～２６日全国大会（岡山）
１１月２６～２７日全国若者の集まり（京都）
１１月２８日（月）世話人会
１２月５日（月）訓練委員会
１２月１０日（土）親睦会
１２月１９日（月）運営委員会
１２月２６日（月）世話人会

【ＭＥＭＯ】

チヤリティコンサートを前に大忙し、風邪

ひきさんをかかえての編集何とか間にあいそ

うです。皆様も風邪には気をつけて下さい。

郵便振替口座名古屋１-５３７５８
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